
令和７年度 上下水道局 主要事業一覧 

 

 

（１）「稼げるまち」の実現 ～人も企業も潜在力を開花できるまち～ 

 

・行橋市・苅田町への水道用水供給事業の拡大等による広域連携の推進 

１，８７９，５３５千円 

（他に債務負担 ３５４，０００千円） 

行橋市・苅田町への水道用水供給の拡大及び古賀市・宗像地区事務組合への供給量の増量によ

り、経営基盤強化を図ります。 

 

・拡充 企業進出に伴う下水道の整備        ６５０，０００千円 

（他に債務負担 ４３０，０００千円） 

若松区など、企業進出に伴い新たな排水を見込む地区に下水道整備を行い、企業活動の基盤を整

え、あわせて使用料収入の増加を図ります。 

 

・企業進出に伴う工業用水道の整備         ９１６，７３５千円 

若松区など、企業進出に伴い新たな工業用水の使用を見込む地区に配水管を整備し、企業活動の

基盤を整え、あわせて使用料収入の増加を図ります。 

 

・インフラシステムの輸出による海外ビジネス展開   １５６，６９９千円 

国際技術協力で獲得した相手国との信頼関係を活用し、北九州市海外水ビジネス推進協議会の会

員企業が実施する海外水ビジネスを支援します。 
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※会員企業の累計受注実績は、平成 22 年以降、約 275 億円 

 

 

（２）「彩りあるまち」の実現 ～輝く個性と楽しさがあふれるまち～ 

 

該当なし 

 

 

（３）「安らぐまち」の実現 ～誰もがつながるアットホームなまち～ 

 

・震災対策の拡充・強化             ８，４２３，１０１千円 

（他に債務負担 ５５６，７００千円） 

地震等の災害被害を最小限にし、市民生活に欠かせない上下水道施設を早期に機能回復が図れる

災害に強いライフラインを構築するため、老朽化した施設の耐震改修等を実施します。 

※令和６年度２月補正予算（３９０百万円）と合わせ、８，８１３百万円の事業費を計上 

 

・新規 上下水道一体となった地震対策《再掲》    ２０，０００千円 

能登半島地震を受け、上下水道一体で管路等の耐震化の重要性が認識されたため、上下水道シス

テムの急所施設（その施設の機能を失えばシステム全体が機能を失う最重要施設）や、重要施設(災

害拠点病院、避難所等)に接続する上下水道管路等の一体的な耐震化計画を策定します。 

 

・豪雨対策の拡充・強化            ２，８７０，０００千円 

（他に債務負担 ３，１１６，０００千円） 
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近年の集中的な豪雨に起因する浸水被害を最小化し、浸水に対する安全度の向上を図るため、雨

水管等の整備を行います。 

 

・新規 若松ポンプ場の整備《再掲》        ８９０，０００千円 

（他に債務負担 ６，５３０，０００千円） 

老朽化が著しい３つのポンプ場を統廃合し、雨水ポンプの増強による排水能力の向上や耐震化、

耐水化などの機能を兼ね備えたポンプ場の整備に着手します。 

 

 

（４）その他の取り組み 

ア 上下水道施設の強靱化 

長期的な観点から施設規模や機能の最適化を図りながら、更新時期を迎える上下水道施設の長寿命化、

改築・更新に取り組むとともに、豪雨や地震といった災害に強い上下水道施設の整備などを進め、市民の

生活を守ります。 

 

■上下水道施設の長寿命化と改築・更新 ≪一部再掲≫   １６，２６４，２２１千円 

（他に債務負担 ６，５５６，６２９千円） 

上下水道事業を持続していくため、長期的な視点に立って効率的・計画的な上下水道施設の改築更新を

進めます。 

【アセットマネジメント手法を活用した効率的・計画的な更新】 

・配水管等の更新                                6,018,070 千円 

配水管更新（L＝30.0ｋｍ）、導送水管更新（L＝ 0.9ｋｍ）    

・浄水施設の更新                             1,334,300 千円 
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伊佐座排水処理場高圧設備更新電気計装工事  など  

・工業用水道施設の改築更新 ≪一部再掲≫         1,358,075 千円 

北九州市工業用水道配水管布設替工事（7-1 工区）  など    

・下水道施設の改築更新                      4,026,000 千円 

港町ポンプ場３系汚水沈砂池設備 など        

【上下水道施設の規模の最適化】 

・配水ブロックの改善                                91,700 千円 

尾倉、黒川配水池の統廃合             

・下水道施設の再編                          2,565,000 千円 

皇后崎浄化センターの再構築 など         

 

■豪雨対策の拡充・強化《再掲》                   ２，８７０，０００千円 

（他に債務負担 ３，１１６，０００千円） 

近年、局地化、集中化する豪雨から市民の生活を守るため、効果的に施設整備を進めていきます。      

・浸水被害の最小化                             2,682,000 千円 

重点整備地区（宇佐町・片野新町、沼本町、上葛原二丁目）の整備 など    

 

 

■震災対策の拡充・強化《再掲》                   ８，４２３，１０１千円 

（他に債務負担 ５５６，７００千円） 

上下水道の強靭化を図るため、老朽化した施設の耐震改修等を実施するとともに、重要施設に接続す

る上下水道管路等を対象とした耐震化計画を策定し、上下水道の一体的な耐震改修を実施します。 

 

 36



・浄水場・配水池の耐震化                        296,831 千円 

本城浄水場活性炭接触槽耐震化代替施設工事など   

・水道管路の耐震化《再掲》                             6,018,070 千円 

配水管等の更新                  

・浄化センター、ポンプ場の耐震化                    250,000 千円 

南小倉ポンプ場耐震補強工事 など         

・下水道管渠の耐震化                           1,584,510 千円 

皇后崎主要幹線管渠更生、西鞘ヶ谷幹線管渠更生 など     

・バックアップ機能の強化                           273,690 千円 

八重洲～城野分岐送水管整備 など           

 

■危機管理体制の充実・強化                       ４１７，４２０千円 

気候変動の影響による自然災害の増加などさまざまな災害リスクに備え、緊急時においても、安定給水、

安定処理ができる体制を確保していきます。 

・停電対策                                      81,620 千円 

大谷ポンプ場非常用発電設備整備電気計装工事      

・災害時における機能確保の推進                       31,800 千円 

応急給水施設整備工事、マンホールトイレの整備   

・自助・共助の促進に向けたソフト施策の充実           304,000 千円 

内水浸水想定区域図の拡充、雨水タンク助成事業  

 

イ 環境負荷の低減 

水環境の向上や、資源の有効利用などによる環境負荷低減を推進します。 
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■水質管理体制の充実（水道）                      ２８，３９３千円 

水道水の水質管理体制を充実するため、水質検査技術の向上に努めるとともに、社会情勢に応じた検査

体制を構築します。 

 

■水質監視強化（下水道）                           ３５，３９４千円 

下水道施設の保全や浄化センターの安定的な運転を目的として、下水処理に影響を及ぼす物質の監視

強化を図ります。 

 

■省エネルギーの推進                             １１０，０００千円 

電気使用量及び二酸化炭素排出量の削減を図るため、省エネルギー対策を実施します。 

・下水施設照明 LED 化 

 

■資源の有効活用                                ９，１４７千円 

・水道メーター再資源化業務 

・下水道資源の有効活用 

 

ウ 国内外への貢献 

北九州都市圏域の中枢都市として、上下水道事業の発展的広域化や、ＳＤＧｓの達成に寄与する国際貢

献の取組を推進し、併せて、本市職員の技術力・実務能力の向上も図ります。 

 

■多様な広域連携の推進《一部再掲》              １，８８３，４４６千円 

（他に債務負担 ３５４，０００千円） 

近隣自治体との連携を強化し、双方にメリットを享受できる広域連携の具体化に向けた取組を推進して
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いきます。 

また、行橋市・苅田町への水道用水供給の拡大及び古賀市・宗像地区事務組合への供給量の増量によ

り、経営基盤強化を図ります。 

 

■外郭団体等との連携強化                      １，３６４，５６６千円 

（他に債務負担 １，９９９，０００千円） 

外郭団体（（株）北九州ウォーターサービス）との連携を強化するとともに民間事業者の活用を図り、発展

的広域化を推進します。 

・宗像地区水道施設維持管理等業務委託 

 

■海外事業の展開《再掲》                        １５６，６９９千円 

ＳＤＧｓの目標６「安全な水とトイレを世界中に」の達成へ寄与するため、上下水道の国際技術協力に取り

組みます。 

さらに、協力関係で培った信頼や人的関係を活用し、北九州市海外水ビジネス推進協議会の会員企業が

実施する海外水ビジネスを支援します。 

 

エ ＤＸの推進 

 

■衛星画像とＡＩを活用した漏水調査                  ２９，４８０千円 

人工衛星から照射されるマイクロ波で、漏水箇所を判定する技術を用いた漏水調査の実証実験を行いま

す。 
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■新規 下水道台帳維持管理システムの再構築          １２９，０００千円 

（他に債務負担 １９５，０００千円） 

老朽化施設の加速度的な増加や、近年頻発する災害等に対応するため、下水道分野におけるデジタル技

術の活用基盤を再構築し、業務の効率化や DX の推進を図ります。 
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議案第５０号 

 
北九州市水道法施行条例の一部改正について 

 

１ 改正する条例 

北九州市水道法施行条例 

 

２ 条例改正の理由 

水道法施行令の一部改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件を変更するため、関係規定を改めるもの 

 

３ 改正内容 

（１） 布設工事監督者の資格要件の変更（第３条関係） 

  ア 工業用水道、下水道、道路又は河川に関する技術上の実務に従事した経験を有することを資格要件として認める 

  イ 機械工学科（機械科）若しくは電気工学科（電気科）又はこれらに相当する課程を修めたことを資格要件として認める 

（２） 水道技術管理者の資格要件の変更（第４条関係） 

      大学の土木工学科又はこれに相当する課程を修めて卒業した者は３年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する

こと 

 

４ 施行期日 

  令和７年４月１日 

 

生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係政令の整備等及び経過措置に関する政

令(令和６年政令第１０２号) 

公布日：令和５年５月２６日 

施行日：令和７年４月１日(条例改正に係る部分) 

 

※ 
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議案第５１号 

 
北九州市水道条例及び北九州市馬島水道施設条例の一部改正について 

 

１ 改正する条例 

北九州市水道条例及び北九州市馬島水道施設条例 

 

２ 条例改正の理由 

  水道法施行令の一部改正に伴い、関係規定を改めるもの 

 

３ 改正内容 

  条例に引用する水道法施行令の規定の条項ずれに伴う規定の整備 

（１） 北九州市水道条例第４０条、第４０条の２、北九州市馬島水道施設条例第２０条、第２１条関係 

現行 改正後 

第５条 第６条 

（２） 北九州市馬島水道施設条例第１５条関係 

現行 改正後 

第３０条から第３５条まで 第３０条、第３１条、第３３条から第３５条まで 

 

４ 施行期日 

  公布の日 
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